
予算・決算委員会（平成30年度予算審査）各委員の質疑

質
　現
在
ま
で
市
内
防
犯
灯
の
省
エ
ネ
化
は

ど
の
程
度
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

答
　防
犯
灯
は
全
部
で
４
千
356
基
あ
り
、
そ

の
う
ち
２
千
345
基
が
省
エ
ネ
化
を
完
了
し
た
。

普
及
率
は
５3
・
83
％
で
あ
る
。

質
　全
量
切
り
替
え
が
完
了
し
た
町
内
会
が

あ
る
中
、
補
助
上
限
額
が
５
万
円
か
ら
３
万

円
に
減
額
し
た
場
合
の
影
響
と
今
後
は
。

答
　現
在
の
補
助
額
の
平
均
は
３
万
円
に
達

し
て
お
ら
ず
、
負
担
額
の
影
響
は
少
な
い
。

　す
べ
て
省
エ
ネ
化
す
る
計
画
で
、
平
成
3４

年
度
末
に
は
100
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

�

（
千
田
）

質
　昨
今
ほ
か
の
虐
待
に
紛
れ
込
ん
で
発
見

さ
れ
に
く
い
性
的
虐
待
や
心
理
的
虐
待
な
ど

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
考
え
は
。

答
　啓
発
事
業
は
虐
待
の
種
類
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
が
、
性
的
虐
待
は
実
態
の
把
握
が

難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　心
理
的
虐
待
は
虐
待
と
い
う
認
識
が
な
い

方
も
い
る
の
で
、
啓
発
の
徹
底
に
よ
り
市
民

や
関
係
機
関
に
お
け
る
さ
ら
な
る
意
識
の
向

上
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
行
い
、

対
応
し
て
い
く
。

�

（
米
田
）

質
　母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
の
配
信
が
始
ま�

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
　健
診
結
果
や
予
防
接
種
の
記
録
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
成
長
を
記
録
し
た
り
、
市
が
行
う

予
防
接
種
な
ど
の
案
内
や
各
種
制
度
内
容
に

つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

質
　お
母
さ
ん
た
ち
が
出
か
け
や
す
く
な
る

よ
う
に
、
お
む
つ
替
え
や
授
乳
な
ど
が
で
き

る
場
所
の
情
報
提
供
を
行
え
な
い
か
。

答
　今
後
も
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
追
加
し
て

利
用
し
や
す
い
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

�

（
小
栗
）

質
　Ｄ
Ｖ
相
談
先
の
周
知
と
相
談
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
は
。

答
　周
知
方
法
と
し
て
、
相
談
先
を
記
載
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
公
共
施
設
、
病
院
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
配
布
・
掲
示
し
て
い
る
。

　ま
た
、
北
海
道
が
相
談
先
を
記
載
し
た
名

刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
り
、
コ

ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
１
階
の
女

性
用
ト
イ
レ
に
も
配
置
し
て
い
る
。

　相
談
の
た
め
に
来
庁
し
た
場
合
は
、
職
員

が
個
室
の
相
談
室
で
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�

（
井
野
）

質
　対
象
者
を
拡
大
す
る
内
容
は
。

答
　こ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の

通
院
・
入
院
と
小
学
生
の
入
院
を
助
成
対
象

と
し
て
い
た
。
改
正
後
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
小
学
生
の
通
院
と
中
学
生
の
通
院
お
よ

び
入
院
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る
。

質
　今
回
の
対
象
者
拡
大
に
伴
う
人
数
は
。

答
　非
課
税
世
帯
の
小
学
生
の
通
院
で
130
人
、

中
学
生
の
通
院
と
入
院
で
70
人
の
合
計
200
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　拡
大
す
る
医
療
助
成
の
予
算
額
は
。

答
　8
月
診
療
分
か
ら
で
240
万
円
と
な
る
。

�

（
佐
々
木
）

　本
年
度
よ
り
、
移
転
し
た
鷲
別
児
童
館
内

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
、
小
学

校
就
学
前
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
以
前
に
視
察
し
た
福
井
県
越
前
市

の
子
ど
も
子
育
て
総
合
相
談
室
の
事
例
を
示

し
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
窓

口
を
一
元
化
し
て
い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
関

係
機
関
と
柔
軟
に
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
体
制
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

�

（
戸
井
）

　介
護
保
険
料
が
、
第
７
期
の
平
成
30
～
32

年
度
で
は
、
基
準
保
険
料
で
1６
％
、
月
額
600

円
、
年
額
で
は
７
千
200
円
の
値
上
げ
の
提
案

で
す
。
第
５
期
か
ら
第
６
期
は
５
・
７
％
の

増
額
で
し
た
。
市
民
か
ら
は
「
保
険
料
が
上

が
っ
た
分
、
利
用
を
減
ら
し
て
い
る
。
」

「
年
金
の
減
額
で
生
活
が
厳
し
い
。
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
の
生
活
を

守
る
た
め
に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
５

億
７
千
万
円
を
で
き
る
だ
け
投
入
し
、
保
険

料
の
値
上
げ
を
抑
え
て
、
６
期
並
み
の
保
険

料
を
維
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

防
犯
灯
補
助
金
減
額
の
影
響
と
今
後
は

児
童
虐
待
防
止
啓
発
の
取
り
組
み
は

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
が
始
ま
り
ま
し
た

Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
は

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
者
拡
大
の
内
容
は

鷲
別
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

介
護
保
険
料
は
６
期
並
み
維
持
を

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

▲新たに開設した鷲別子育て支援センター

予算・決算委員会（平成30年度予算審査）各委員の質疑

質
　平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と
な

る
が
、
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
任
意
事
業

の
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
146
万
３

千
円
に
対
す
る
過
去
の
相
談
件
数
や
研
修
へ

の
市
民
参
加
の
現
状
は
。

答
　室
蘭
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
に
基
づ
く
連
携
事
業
で
、
相
談
利

用
件
数
は
、
平
成
28
年
度
５0
件
、
平
成
2９
年

度
（
２
月
末
）
38
件
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
は
、
平
成
2５
年
度
以
降
22
名
が
参
加
し
、

市
民
後
見
人
の
選
任
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

質
　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
舎
内
に
あ
る
観
光
案
内
所

が
改
札
口
か
ら
見
え
に
く
い
。
今
後
に
向
け

て
工
夫
す
る
考
え
は
。

答
　利
用
者
か
ら
案
内
所
が
見
え
に
く
い
と

い
う
問
題
は
認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
に
向

け
て
、
駅
舎
の
天
井
部
や
目
に
付
き
や
す
い

場
所
に
、
誘
導
看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。　ま

た
、
案
内
所
の
壁
面
も
、
掲
示
物
を
多

く
張
り
す
ぎ
た
反
省
か
ら
、
掲
示
物
を
選
別

し
、
利
用
者
が
分
か
り
や
す
い
案
内
所
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

�

（
村
井
）

質
　補
助
金
300
万
円
を
増
額
し
た
理
由
は
。

答
　空
き
家
の
利
活
用
促
進
を
目
的
と
し
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

　昭
和
５7
年
以
降
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
購

入
し
、
300
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

行
う
所
有
者
に
対
し
補
助
す
る
。
１
件
当
た

り
で
は
、
基
本
額
70
万
円
の
補
助
に
併
せ
て
、

子
供
１
人
に
つ
き
10
万
円
、
上
限
30
万
円
を

加
算
し
、
最
大
100
万
円
と
な
る
。
な
お
、
工

事
は
市
内
業
者
と
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て

い
る
。

�

（
杉
尾
）

質
　カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
で
、
経

営
診
断
等
調
査
業
務
委
託
に
よ
り
経
営
診
断

を
行
う
理
由
は
。

答
　コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ�

ー
場
の
現
状
、
収
支
見
通
し
お
よ
び
修
繕
計

画
、
経
営
に
関
す
る
問
題
点
の
抽
出
、
地
域

経
済
波
及
効
果
な
ど
の
分
析
を
委
託
し
整
理

す
る
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
的
に
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
を
経
営

し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
工
藤
）

質
　登
別
市
は
住
宅
地
を
流
れ
る
河
川
が
多

い
。
登
別
地
区
の
伏
古
別
川
は
主
要
道
の
道

道
２
号
線
沿
い
を
流
下
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別

病
院
建
設
予
定
地
横
を
流
れ
て
い
る
が
、
現

況
調
査
と
し
ゅ
ん
せ
つ
の
予
定
は
。

答
　同
河
川
は
平
成
32
年
度
に
現
況
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
調
査
実
施
前
に
河
川
を

巡
回
し
、
実
施
河
川
を
決
定
す
る
も
の
の
、

パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
民
か
ら
の
通
報
で
土
砂
や

流
木
に
よ
る
流
れ
の
阻
害
や
異
変
を
確
認
し

た
際
は
、
必
要
に
応
じ
緊
急
的
に
し
ゅ
ん
せ

つ
や
清
掃
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
若
木
）

質
　川
上
公
園
内
に
あ
る
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台

の
現
状
と
今
ま
で
の
補
修
費
用
は
。

　ま
た
、
新
し
い
遊
具
選
定
の
合
意
形
成
は
。

答
　ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
は
、
各
部
材
が
30
年

経
過
し
損
傷
・
腐
食
が
進
行
し
て
い
る
。

　特
に
ロ
ー
ラ
ー
部
は
過
去
５
年
間
で
６2
万

８
千
円
の
修
理
費
用
が
か
か
り
、
一
時
的
に

使
用
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

　遊
具
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
児
童

や
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
意
見
を
収
集
し

ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
。

�

（
二
瓶
）

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
現
状
は

観
光
客
に
分
か
り
や
す
い
観
光
案
内
所
を

空
き
家
対
策
事
業
費
増
額
の
理
由
は

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
の
経
営
の
あ
り
方

河
川
の
維
持
補
修
の
予
定
は

川
上
公
園
内
の
遊
具
選
定
は
い
か
に

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

観
光
・
経
済
・
都
市
整
備
に
関
す
る
こ
と

▲改札を出ると、右手奥側にある案内所

▲川上公園のローラー滑り台

34� 議会だより　でぃすかす


